
鯨
纏綿

論
調

…叢

租
税
服

補
完
作

用
に
就
"

・

植
民
政
策
是
非

…

、

利
潤
の
維
濟
的
及
び
道
徳

的
性

質

進
歩

か
退
歩

か

・

農
業
勢
働
問
題

・

時

蛤
柵

地

方
税
制

度

の
整

理
を
論
ず

・

一説

苑

大
邸

の
令

市

に
就

い
て

・

雑

録

満

洲
に
於
け
る
支
那
商

店
の
帳
簿

・

肚
會
主
義

の
分
類

・

・

独
逸
大
都
市

顎

離
婚
撒

の
激
増

法
學
博
士

文
學
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

渋
墨
博
士

経
済
學
士

渋

墨

士

脛
濟
學
士

注

學

士

惣

融

戸

正

雄

原

勝

郎

田

島

錦

治

財

部

静

治

河

田

嗣

郎

小

川
郷

太

郎

、

黒

正

巖

大

森

研

造

小

林

輝

次

汐

見

三

郎

囁
噌



説

苑

大
邸
の
今
市
に
就
て

一← 一}P

ジ巳

第
+
三
巻

(第
.血
號

一
三
Q
)

七
四
六

葛尾

.

大

邸

の

令

市

に

就

て

緒

口

黒

正

巖

饗

藻

土
地
肥
沃
、
気
候
温
和
な
あ

み
な
ら
害

-
新
羅
竈

の
獲
鑑

で
あ
っ
て
夙
に
.維
濟
の
窪

を

遂
げ
物
藍

饒

の
地
で
あ
・
・
高
麗
、
李
朝
の
雅

量

籍

羅
の
替
麓

坦

古

へ
の
徐
耶
伐
ぼ

漸
次
衰
微
し

地
理
上
犠

の
地
位
を
占
む
・
爺

は
南
鮮
の
欝

的
中
.を

釜

、
更
に
都
護
府
が
設
博

ら
れ
次
で
慶
豊

監
隻

ば
禦

使
の
駐
在
す
・
に
至
っ
て
人
昼

中
し
戴
三

姦

廓
都
市
を
髭

し
た
。
亜

、豊
豪

、
南
鮮

窪

惣

書

し
て
太
郎
の
市
.言

邑

に
よ
っ
て
配
給
せ
ら
莞

。
從
'、
大
邸
の
市
は
著
し
い
窪

を
な
し
朝

鮮
の
宙

い
へ
ば
必
ず
や
先
づ
太
郎
の
市
急

は
し
む
・
程
・
な
っ
た
の
で
ウ

。
、
併
し
乍
壷

笑

郎
の
市
。

い
ふ
も
藪

に
は
種

々

の
市
が
あ

る
、・
即

凱
五

日
目
毎

に
闇
市

せ
ら

る
》
西
門
及

び
東
門

の
日
用

口叩
の
市

、
春

秋
二

歪

長
期
間

に
亘
り
書

し
て
霧

叢

引
す
・
籍

の
審

之
れ
で
あ
・
.
四
門

の
市
は
二
七
の
巨

開
か
れ

從
来
朝
讐

於
け
る
此
の
種
の
市
の
最
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
大
筆

近
代
的
都
市

.化

し
犠

店

舗
の
増
加
す

る
に
つ
れ
他
地
方
の
市

昆

し
相
講

覚
袋
退
し
、
大
正
歪

,度
の
統
計
に
よ
れ
ば

一
年

の
取
引
高

1)入 域誌(朝 鮮古書刊行會木)p.2[東 園輿地勝覧第二六巻大rd～の修 交献撮要第九巻



は
百
五
+
萬

風
位

に
な

っ
た
。
東
門

市

は
西

門
市

の
補
充
機

關

こ
し
て
新

し
く
獲
生

し
た
も

の
で
あ

っ
て
四
九

の

日

に
関

市
せ
ち

る
Σ
も
遠

く
前
者

の
繁

盛

に
は
及

ぼ

譲
。
而

て
鍾
路

に
開

か
る

、
令
市
ば
右

の
二
者

ご
其

の
獲
生

の
動
機
丑
丹
に
組
織

に
於
.て
大

に
異

っ
て
居

る
。

今

、
之
等

諸
種

の
市
を
本
質
的

に
考
察
す

る
に
、
西

門
東

門

の
両

市

ぽ

【
種

の
週
市

≦

。。
琴
岩

一国
二
昏

で
あ

る
。

マ

あ

西
門
の
市
は
慶
術
道
内
の
多
数

の
小
魍
市
に
謝
し
競
市
た
る
の
地
位
を
有

し
、
之
等
の
小
過
市
を
巡
回
す

る
市
場

商
人
は
西
門
市
に
於
て
、
販
費
貨
物
の
仕
入
れ
を
な
す
も
の
が
多

い
け
れ
こ
も
、
西
門
市
の
本
質
は
日
用
品
の
小

費
を
王
ε
し
、
大
郷
附
近

の
農
民
が
猷
剰
貨
物
を
携

へ
來

っ
て
之
を
工
業
品
等
ε
交
換
す

る
を
目
的
ざ
す

る
週
市

で
め
る
、
而
て
令
市
は
其
の
獲
生
の
當
初
は
、
其
の
組
織
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
必
し
も
太
市

〔鼠
臣
切Φ
)
ご
い
ふ
こ

ご
は
出
來
な
か
っ
た
が
、
種
々
の
事
情

よ
臥
し
て
漸
次
其
の
構
成
#

に
取
引
が
太
市
の
そ
れ
に
製
化
し
て
來
π
。

令
市
は
朝
鮮
に
於
け
る
唯

一
の
大
帝
で
み
る
`
私
は
信
ず
る
。
先
づ

一
般
的

に
朝
鮮
の
市

の
歴
史
を
概
貌
し
、
令

市
の
内
容
を
記
述

し
其
の
然
る
所
以
を
明
か
に
し
て
見
よ
う
。

=

朝
鮮

に
・於

け

ろ
市

の
獲
達

三
賢

記
新
羅
招
剣
玉
+
二
年

(論

匹
)
の
係
に
、「切
開
京
讐

、
以
通
四
方
之
貨
.」
語

る
は
識

量

は

れ
覇

鷺

古
の
市
で
あ
・
.,
更
に
嘉

麦

+
年

(縄

畑
)
ほ

東
市
を
、
諸

王
の
四
年

藷

ト
)
議

南

西

の
二
布

を
設
け
各
　々

市

典
な

る
官
衙
々
榿

い
て
之

が
監

理
を

行

っ
π
q
之

に
出

て
見

れ
ば
當
時

の
市

は
相

當

に

整
頓

し
た
大
規
模
…の
も
の
で
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
が
、

當
聴

は
小回
貨

幣

の
制

な

乱
継

て
取
引
方

法
も
極

め
て
幼
稚

説
、
苑

太
郎
の
今
市
に
就
て

第
十
三
巻

〔第
五
號

=
二
じ

七
四
七

2)朝 鮮総督府賞報第2396號

葦})三國史書巳第三巻

4)上 掲第四髱入巻及び三八巻

L

.



説

苑

大
照
の
令
市
ド
就
て

第
十
三
巻

(第
五
號

=
二
二
)

七
四
八

な
も

の
で
あ

っ
な

ε
推
察

し
う
る
。
新

膚
書

に

「新

羅
市
皆

婦
女
貿
販
」

ご
み

る
の
外

そ
の
状
態

を
明

か
に
す

る

ラ

　

へ

も

ヘ

へ

う

も
の
が
な
い
叱
而
し
て
之
等
は
所
謂
京
師
市
じ
關
す

る
記
事
で
あ

っ
て
、
田
舎
地
方
の
市
即
ち
郷
市
に
就
き
て
は

文
献
の
徴
す

べ
き
も
の
が
な
い
。
こ
の
時
代
の
京
師
市
は
我
卒
城
京
、
雫
安
京
の
東
西
術
塵

に
類
し
、
只
之
よ
b

も
そ
の
設
備
が
不
充

分
で
塵

`
稠
す

べ
き
程
度
の
も
の
で
は
な
か
っ
π
よ
う
で
あ
る
。
賀
買
は
廣

く

一
般
人
民
の

間

に
行

は
れ
、
特
権
階
級

の
専
用
機
關
で
は
な
か
っ
把
の
で
あ
る
。

高
麗

の
太
祀
は
即
位
の
二
年
春
正
月
、
松
嶽

〔今
日
の
開
城
府
)
の
陽
に
都
を
定
め
宮
闕
を
創

め
、
百
官
の
省

へ

も

府
を
置
き
市
塵
を
立
て
坊
里
を
辨
じ
た
。
併
し
乍
ら
こ
の
市
塵
は
王
室

の
需
要
に
慮
ず

べ
き
御
用
商
人
の
店
舗
に

し
て

一
般
人
民
を
顧
客

ξ
す
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
人
民
は
常
設
店
舗
に
於
て
貨
物
の
交
換
を
な
さ
す
、

一
定

の
蒔
、
一
定
の
場
所

に
於
て
市
を
開
き
以
て
そ
の
需
給
を
適
合

し
紀
の
で
あ
る
。
高
麗
圖
経

に
よ
れ
ば
、
「
真
俗
無

届
難
、
惟
以
日
中
爲
櫨
、
男
女
老
幼
官
吏
工
伎
各
以
共
所
有
、
用
以
交
易
」

だ
み
る
。
櫨
は
「
商
賈
貨
物
輻
輳
庭
」

に
し
て
或
は
縮
市
、
嘘
落

ε
用
ひ
て
市
を
補
す
。
而
て
其
の
取
引
方
法
は
荷
ほ
幼
稚

に
し
て
未
だ
金
尉
貨
幣

の
流

通
を
見
な
か
っ
た
、
衣
献
備
考
に
は

「
高
麗
使
郭
元
吉
、
方
午
爲
市
、
不
用
鍍
以
市
木
貿
易
」

ε

い
ひ
、
難
林
類

事
に
は

「
日
早
晩
魚
市
、
皆
婦
人
摯

一
柳
箱
、

一
小
升
有
六
合
爲

一
.刀
、
以
糧
米
定
物
之
償
、
而
貿
易
之
、
共
地

皆
覗
沈
欝

之
高
下
」
蕊

ひ
、
或
・
羅

・
、蕪

餐

窪

、
惟
磐

鑑

、
以
誰
其
直
、
至
日
用
微
物
不
及

匹
両
者
、
則
以
米
誌
錙
銖
而
償
之
、
然
民
久
安
其
俗
、
自
以
爲
便
也
」
ε
あ
る
を
見
れ
ば
、
新
羅
の
時
代
ピ
差
し
て

進
歩
し
て
居

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
從
て
叉
こ
の
市
に
於
て
取
引
せ
ら
る
＼
貨
物
も
高
貴

の
も
の
少
く
日
用
雑

貨
を
主

こ
し
て
居
た
、
併

し
宋
偵
察
朝
の
時
は
特

に
京
師
市
を
盛
に
し
外
親

を
街

ふ
陀
こ
ε
は
、
高
麗
圖
脛
の
「
高

!

5)海 東繹史第二五巻市場の條
6炉高麗吏第一雀太祖の條
7)高 麗圖巡第三巻貿易の像
B)僻 源に 工る
9)海 東縄史第二五巻市易の條に よう
10)同 上、及ひ高麗圖経前掲



麗
故
事
や
毎
優
人
至
、
則
聚
爾
大
帝
。
羅
列
百
貨
、
丹
漆
維
畠
皆
務
華
好
、
面
会
銀
器
肚
悉
王
府
之
物
や
及
塒
舗

あ

へ

も

陳
、
蓋
非
真
俗
然
也
L

ε
め

る
に

よ

っ
て
明

か
で
あ

る
.、
而

て
市
塵
監
督

の
官
府

は
京
市

署

に
し

て
其

の
勢
力
頗

る
碾
く
物
償
を
平

に
し
取
引

の
公
正
を
嚴

に
し
た
。

「
成
宗
+
五
年
(裡
華

)
初
め
て
灘

が
鋳
造
せ
ら
れ
て
暴

、
種
あ

幕

が
行
は
れ
た
け
れ
・、・
も
贋
三

股
に

流
通
せ
す
、
交
換
の
媒
介
方
便
ε
し
て
は
依
然
布
米
が
重
要
の
地
位
を
占
め
て
居
た
切
併
し
貨
幣
の
獲
生
が
変
換

麗
濟
の
進
歩

に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
嬉
は
疑
も
な

い
所
で
あ

っ
て
、
先
に
大
証
が
即
位
の
初

に
設
け
た
市

塵
は
何
時
し
か

一
般
.人
民
ご
接
鯛
す

る
に
至
り
、
そ
の
王
室

ご
の
關
係
も
著
し
く
攣
化
し
て
来
た
。
藪
・に
於
て
熈

　
の

宗
の
世
に
な

っ
て
市
塵
を
改
造
し
、
所
謂
京
城
六
実
塵

の
萌
芽
を
獲
生
せ
し
む
る
に
至

う
た
の
で
あ
る
ω
以
上
の

如
く
首
都
た
る
開
城
に
於

て
は
常
設
商
業
か
獲
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
地
方
の
経
済
歌
態
は
街
ほ
幼
稚
で
あ
っ
て

開
城
附
近
は
ε
も
角
、

一
般
に
は
生
産
者
ε
消
費
者
ε
の
物
々
交
換
の
域
を
脱

せ
す
、
市
場
商
人
が
市
場
を
巡
廻

す
る
が
如
き
は
極
め
て
少
か
っ
陀
ン
め
に
、
彼
等
に
よ
っ
て
多
く
の
市
が
連
結
せ
ら

る
Σ
こ
ご
な
く
各
市
の
配
給

庵
域
は
狭
小
で
あ
っ
だ
。
從
て
.斯
の
如
き
事
情
の
下
に
於
て
は
商
人
ε
商
人
ε
が
主
要
な
る
構
成
分
子
た
る
太
市

の
獲
生
す

べ
き
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。

李
朝
時
代
に
至
っ
て
松
都
市
塵
の
制
を
京
城
に
移

し
之

に
特
定
貨
物
の
専
費
権
を
與

へ
て
常
設
商
業
を
開
か
し

め
た
、
之
れ
⊥
ハ
突
塵
な
る

一
種
の
商
人

ギ
ル
ド
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
日
常
必
需
品
は
之
を
市
に
於

て
購
入
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
、
京
都
雄
志
市
舗
の
僚
に

「
椴
紬
紙
布
、
諸
大
舖
挾
鐘
街
而
居
、
飴
皆
散
庭
、
凡
趨
市
者
、
農

棠
梨
呪
及
昭
義
門
外
.
午
集
干
鐘
街
、
二

城
之
所
需
者
、
東
部
莱
、
七
牌
魚
、
爲
盛
」

ε
あ
る
。-

而
て
之
等

の
市

試

苑

大
邸
の
今
市
に
就
て

.
・

第
+
三
巻

(第
五
號

一
三
三
)

七
四
九

11)高 麗圖鰹前掲

懸灘灘峯騒韓鱗齋難鐙　　
15)京都 雄志第一巻

「



設

苑

大
郎
の
今
市
に
就
て

.

第
十
三
巻

(第
五
號

=
二
四
)

七
五
〇

が
極
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
ご
は
、
世
宗
十
二
年
通
信
使
ご
し
て
日
本

へ
來
朝
し
た
朴
瑞
生
の
復
命
上

啓
に
、
「
日
本
街
市
制
、市
人
各
於
讐
下
用
仮
設
暦
棲
、
催
物
其
上
、非
惟
塵
不
及
汚
、
人
待
易
蜆
而
買
之
、
市
人
食
物

無
貴
賎
皆
買
食
之
、
我
国
之
市
、
則
乾
湿
魚
肉
等
食
物
皆
置
塵
土
、
、或
坐
或
騰
乞
去
々
」
注
す

る
を
見
れ
ば
略
ぼ

そ
の
禁

獲

す
る
こ
慕

祟

る
㎝
幕

の
市
す
ら
斯
の
如
き
藻

で
身

た
か
ら
他
の
地
方
の
響

・
推

す

こ
ε
は
.容
易
で
あ

る
Q
然

都
に
薙

に
負
裸
高

な

る
も

の

、
團
艦

を
生

じ
官
吏

の
誅

求
ご
盗
賊

の
危

険

ご
戦

ひ
常

に

市
を
巡
摩

ぞ

貨
物
の
流
通
を
助
長
す
る
に
至

っ
た
。
負
裸
商

の
獲
生
に
就
き
て
は
種
々
の
説
が
行
ば
れ
て
居

る

が
そ
は
暫
く
措
き
、
こ
の
團
鵠
は
何
等
公
の
特
権
を
有
せ
す
ε
錐
も
團
員
は
堅
忍
不
抜

の
精
神
を
有
す

る
ご
同
時

に
彊
固
な
る
規
律
を
有
し
、
内
部
の
組
織
の
頗

る
整
頓
せ
る
自
衛
自
治
の
團
艦
で
め
る
。
團
員
は
全
国
に
遍
く
、
市

の
中

一6
勢
力
を
成
し
市
場
内
の
問
題
は
彼
等

の
自
裁
す
る
所
で
あ

っ
て
、
往

々
政
治
的
活
動
を
も
な
し
そ
の
勢
力

ロ

・
は
強
大
な
も

の
で
め

っ
た
が
.負
裸
商
圏
艦

の
獲
生
は
蕾
に
市
の
内
面
的
獲
逮

に
資
す

る
斬
大
で
あ
っ
た
の
み
な
ら

.

す
市
ε
市
ε
葱
連
結
し
貨
物
の
流
通
匪
域
を
櫃
大

せ
し
.め
、
軈

て
交
換
纒
濟

の
進
歩
を
促
す
に
與

っ
て
力
が
あ

っ

た
。
然
し
乍
ら
右

の
和
ぎ
商
人
の
團
鎧
が
組
織
さ
れ
た
の
れ
こ
も
未
だ
商
人
ε
商
人
ε
が

一
定
の
時

に

一
定
の
場

所

に
於
て
大
量
の
貨
物
を
取
引
す

る
所
の
大
帝
を
殺
生
す

る
の
機
運
に
向
は
な
か
っ
た
、
然
る
に
偶
然
の
理
由

に

よ
り
創
設
せ
ら
れ
陀
る
令
市

は
之
等
商
人
の
取
引
市
場
に
韓
化
し
、
朝
鮮
の
経
済
史
上
に
於
て
唯

↓
の
大
帝

こ
し

て
記
録
せ
ら
.る
＼
に
至

っ
た
。

以
上
は
園
内

の
市

に
就

い
て
概
観
し
セ
の
で
.あ
る
が
、

こ
の
外
に
外
国
ε
の
互
市
が
盛
に
行
は
れ
て
居
た
こ
ご

ゆ

あ

も

も

カ

も

セ

リ

も

い

コ

う

　

滋
云
ふ
.蓮
も
蒼

、
.そ
の
日警

名
な
る
も
の
は
倭
關
関
市
、
中
江
闇
市
、
北
開
闇
市
で
碧

.
而
し
て
之
等
の
互

置6)世崇實繰(本 書海手にするこε能 ばす、小田文學士の示さろLまxに 之.な孫引す)
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市
場
#

に
京
師
市
は
官
府

の
査
掻
に
干
興
し
π
も
の
で
あ
る
が
故

に
多
少
の
文
献
を
存
す

る
も
、
地
方

の
郷
市
ば

殆
ざ
艮
然
の
成
行
に
放
任
せ
ら
れ
、
地
方
官
吏
ヌ
は
糎
勢
家
は
抱
に
私
税
を
課
し
て
居
た
が
、
公
の
こ
ご
で
な
い

淀
め
之
等
の
市

に
關
す

る
記
録
は
殆
こ
な
い
。
後
に
述
ぶ
る
が
如
く
今
市
は
地
方
官
府
の
創
設
に
か
エ
る
も
め
で

あ
る
が
、
.各

道
の
長
官
が
地
方
特
産
物
の
献
納
に
つ
き
貨
物
蒐
集
を
容
易
な
ら
し
む

る
私
的
立
場
ぽ
り
設
け
陀
も

の
で
あ

っ
て
、

之
れ
亦
必
の
文
献

に
乏
し
い
。

故
に
余
は
本
文
を

草
す
る
に
方
り
主

ご
し
て
京
城
中

櫃
院
の
所

藏
書
類

に
よ

つ
セ
の
で
め
る
、

即
ち
有
賀
啓
太
郎
、

金
漢
睦
両
氏
が

令
帝
闕
係
者
に
就

き
て
調
査

せ
る
報
告
書

献
註

彗

朋
=
骨
缶

葬

に
大
邸
府
の
調
査
書

(大
正
五
年
九
星

旦

等
が
そ
の
掌

で
あ
・
。

三

大
郎
今
市
の
起
原
と
沿
革

、

、

恥

、

、

令
市
な
る
名
徳
の
生
じ
た
理
由
は
、
或
は
月
令
進
上
の
必
要
よ
b
設
質
せ
ら
れ
陀
爲
め
だ
ご
い
ひ
、
或
は
官
倉

に
よ

っ
て
闇
市
・せ
ら
れ
だ
か
ら
だ
ご
も

い
ふ
。
要
す

る
に
官
府
が
特
産
品
の
上
納
を
容
易
な
ら

し
む
る
目
的
を
以

て
創
始
し
た
も
の
で
あ
る
こ
ε
は
種

々
の
黙
か
ら
考

へ
ら
れ
る
。
常
時
地
方
長
官

は
そ
の
管
内

の
特
産
物
を
進
上

す

る
の
義
務
を
有
し
、
そ
の
多
寡
良
否
は
王
室

の
信
任
に
影
響
す

る
こ
ざ
大
で
あ

っ
た
爲
め
彼
等
は
特
産
物
の
蒐

集

に
苦
心
し
た
の
で
あ
る
。
藪
に
於
て

一
定

の
貨
物
を
上
納
す

る
者
ば
官
府
の
保
護
の
下

に
市
を
開
き
上
納
品
の

蝕
分
を
販
賞
し
う
る
の
方
法
を
設
け
た
。
令
市
は
此
の
如
き
事
情

の
下
に
創
始
せ
ら
れ
π
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
.

配
給
匠
域
は
各
々

一
道
内

に
限
局
せ
ら
れ
主
ε
し
て
生
産
者

を
保
護
す

る
を
目
的
-し
し
て
居
穴
の
で
あ
る
が
、
商

人
階
級
が
獲
生
し
廣
一
各
道
の
商
人
が
來
集
す
る
に
至
っ
て
生
産
者
が
各
個
に
實
物
貢
献
を
な
す
よ
り
も
、
商
人

説

苑

大
郎
の
令
市
に
就
て

第
+
三
巻

(第
五
號

=
二
五
)

七
五
一

19)有 賀 、金両氏の調査書、珊爺文献備考田鼠考貢馴の條参照
20♪ 太郎府調査書
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訊

苑

大
踊
の
令
市
・」
就
て

第
十
三
巻

(第
五
號

=
量
ハ)

七
五
二

を
し
て
上
納
せ
し
む
る
方
が
品
質
整

一
に
し
て
且

つ
多
量
に
所
有
す
な
を
以
て
そ
の
取
捨
選
樫

に
容
易
で
あ

る
。
.

故

に
商
人
も
生
産
者
ε
等
し
く
入
帯
し
て
官
府
の
保
護

の
下

に
取
引
す
る
こ
ε
を
得
し
め
、
之
が
報
償
ε
し
て
官

府
の
買
上
げ
に
慰
す

る
の
義
務
を
負
櫓
せ
し
め
た
。
朝
鮮
は
由
来
藥
材
の
名
産
地
に
し
て
日
本
支
那
の
之
に
依
頼

す
る
こ
ε
甚
だ
大

で
あ

っ
た
か
ら
朝
鮮
は
年
々
多
量
の
藥
材
を
或
は
調
貢
ε
し
或
は
互
市
に
よ

っ
て
供
給
す
る
を

常
ピ
し
た
り
令
市

に
於
て
蒐
集
す
る
貨
物
は
圭
ご
し
て
こ
の
藥
材
で
あ

っ
た
、
從
て
今
日
に
於
て
は
命
市
ε
藥
市

蓬
は
同
意
義

に
解
せ
ら
れ
て
居
る
。

大
邸
零

裏

釘
塒
の
頃
創
設
せ
ら
れ
た
か
確
實
な
る
撮
は
な
い
、
証

に
よ
れ
ば
李
朝
孝
宗
の
九
年

(輩

に
)

に
初
ま
る
こ
い
ふ
。
慶
街
道
は
古
來
種
灯
の
藥
材
を
産
出
す
る
の
み
な
ら
す
迎
日
附
近
に
は
硯
石
あ
り
、
慶
州
地

切

方
恥
は
玉
石
の
名
産
め
る
を
以
て
、
本
道
よ
り
は
之
等
の
物
産
を
王
室
に
献
上
す

る
習
慣
で
あ

っ
た
。
藪
に
於
て

経
済
上
歌
絵
上
の
中
.心
ε
な
り
し
大
邸
に
今
市
を
開
設
し
以
て
四
方
の
貨
を
通
せ
し
む
る
に
至

つ
だ
。
而
て
大
邸

は
患
清
適
全
羅
道

に
近
く
、
洛
東
江
の
舟
運
ξ
相
俟
て
道
路
四
通
し
、
交
換
取
引

の
獲
展
す

べ
き
自
然
の
形
勝
で
、

あ

っ
た
》
あ
.、
.漸
次
商
人
を
吸
集
し
他
逼
の
令
市
は
そ
の
勢
力
を
失
ひ
藥
材
の
取
引
は
遂
に
大
郵

に
集
中
せ
ら
る

る
に
至
っ
た
の
で
め
る
。

元
来
藥
材
の
上
納
は
令
市
に
於
て
行
は
れ
す
各
郡
衙

に
於
て
人
蔘
〔羅
蓼
)
を
牧
納
し
更
に
道
廉
が
之
を
取
り
纏

め
て
王
室
に
上
る
を
常
嬉
し
、
生
産
者
は
上
納
後
市
を
開
き
、
茯
苓
侠
神
其
他
の
藥
材
の
み
道
廃
の
吏
が
令
前
に

於
て
買
上
ぐ
る
の
習
で
め

っ
た
。
然

る
に
羅
蓼
は
そ
の
産
出
稀
少
に
し
て
各
郡
が

【
檬
の
實
物
を
納
む
る
こ
ご
は

姻
雑
な
る
が
敬

弔
、
後
に
は
各
部
よ
り
塾
代
銭
三
十
圓
を
這
灘

熊
納
あ
、
道
穂
の
夏
が
今
市

に
就
き
て
人
蔘
を
買

』21)太郎 府調査書
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`

牧
し
た
。

(註
こ

斯
べ
の
如
く
物
納
が
金
納
ε
な
る
に
つ
れ
て
官
府
が
令
市

に
依
頼
す
る
こ
ε
甚
し
く
な
り
、
最

早
や
地
方
生
産
者
の
利
害
を
績
み
胤
の
逞
な
く
、
官
府
の
要

に
恋
す
乃
も
の
は
何
人
を
問
は
す

そ
の
太
市
を
歓
迎

す
る
に
至
っ
た
Σ
め
商
人
の
來
焦
す

る
も
の
次
第

に
増
加
し
、
各
地

の
藥
種
商
人
は
各
そ
の
地
方
の
特
産
品
を
携

.

へ
て
入
声
し
、
藪
に
取
引
状
態

に

一
大
攣
化
を
生
じ
、
令
市
創
設
の
目
的
は
清
失

し
て
生
産
者
が
直
接
に
令
市

の

利
益
を
蒙
む
る
の
度
は
大
に
減
退
し
た
。
甲
午
改
革
以
来
、
朝
鮮
は
清
國
の
覇
絆
を
脱
し
藥
材
を
蒐
集
し
て
之
を

貢
納
す
る
の
要
な
き
に
至
っ
た
け
れ
ざ
も
、
大
邸

の
令
市
は
藥
材
取
引
の
機
關
ε
し
て
久
し
く
重
要

の
地
位
を
占

め
、
商
人
生
庵
者
消
費
者
の
之
に
依
る
こ
ど
甚
大
な

る
を
以
て
今
日

ご
錐
も
俗
ほ
存
在
し
て
居
る
次
第

で
あ
る
。
.

近
時
令
市
は
漸
く
衰
退
の
徴
を
示
し
、

一
部
の
朝
鮮
人
は
之
を
以
て
絡
督
府
が
藥
草
深
取
規
則
を
設
け
、
狽
b
に

薬
掛

の
採
取
搬
出
す

る
・
、
ε
を
禁
じ
た
が
薦
め
で
あ
る
蓬
論
ず
る
も
、
縄
濟
の
進
歩
に
伶
ひ
こ
の
種
の
市
は
自
ら

そ
の
重
要
を
失

ふ
の
み
な
ら
す
洋
藥

の
勢
力
益
々
増
加
し

つ
、
あ
る
を
以
て
令
市
の
衰
退
は
自
然
の
勢
ε
云
は
ね

は
な
ら
漁
。
.

.
へ

も

ち

も

も

も

セ

あ

(駐

一
)
道
鍾
が
藥
材
な
買
上
げ
る
方
法

に
、
今
市
に
來
集
ぜ
る
京
蓼
商
及
び
郷
蓼
商
各
六
人
よ
り
人
蔘

為
提
出

せ
し
め
審
藥
な
う
も
の
之
々
検
査
し

も

　

へ

も

て
買
牧
す
。
買
攻
困
難

の
時
11
蓼
代
銭
な
王
室
に
納
む
る
・
;
㌧
』
め

っ
た
ご
い
ふ
。
茯
苓
荻
紳
等
の
藥
材
に
濫
臆

の
騎
生
中
皿
リ
茯
苓
接

長
な
選

任
し
今
市

に
就
き
て
審
査
買
壊

す
、
買
上
け
の
終
了
し
な

い
内
は
絶
対
に

一
般

の
取
引

心
許
さ
の
。
藥
材
買
上

に
、
後

に
ば
輩

に
形
式

に
止
り
脅
質

上
曇

業
隻

は
入
市
税
鐡

警

な
っ
て
居
奮

、そ

あ
る
乏

贔

似
砦

禦

に
か
り
塞

ハ
董

に
於
て
も
馨

る
ーミ
が
出
来
㌦

入
帯
す
る
商

人
は

一
の
組
合
な
組
織
し
令
市
開
設

の
費
用
は
共
同
員
措

ε
し
て
居
た
、
買
上
げ
の
命

に
慮
ず

ろ
十
二
人
の
荒
鏨
商
及
郷
藝
.商

11
つ

ま
り

あ

組
合
の
代
表
者
覧

ろ
べ
き
も
の
で
あ

ろ
・
而
て

こ
の
買
上

が
事
食

上
の
納
税
な
る
が
故

に
彼
素

志
に
由
て
裳

つ
た
損
失
に
市

場
開

設
の
費
用

ε
し
て
、太
市

商
人
よ
り
徴
攻
し

て
居
た

よ
う
で
ゐ

う
が
、
正
確
の
文
献
鳥
銃
ぐ
。

説

苑

大
照
の
今
市

に
就
て

第
+
三
巻

(
第
五
號

=
二
七
)

七
五
三

,

■
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読

苑

大

邸
の
今
市

に
観
て

四

今

市
.
の

組

織

第
十
三
巻

(
第
五
號

=
二
八
)

七
五
酉

4
.

大
巾
者
の
種
類

嘗
初
は
道
内

の
焦
崖
者

ご
消
費
者

ε
を
注
ぐ」
し
て
居

た
が
、
r漸
次
商
人
が
最
も
主
要

な

る
市
場
彬
成
誉

な

つ
陀
こ
ε
は
己
述
の
㌍

で
あ
る
。
而
て
後
に
示
す

よ
　

に
貨
物
の
配
給
關
係
　

見
る

.

も
、
慶
術
北
道
.の
産
出
『叩
の
太
市
量
井

に
消
費
量
は
比
較
的
少
微
で
め
っ
て
、
他
地
方
ξ
の
移
出
入
を
主
ε
心
礎

て
商
人
間
の
.大
量
響

取
引
釜

要
部
分
を
占
む
る
も
の
ε
い
ふ
こ
嘉

出
乗
る
。
最
近
署

北
轟

の
調
査
す

る
所

に
由
れ
ば
㍗
秋
令
市
に
於
て
入
帯
す

る
藥
種
商
専
業
の
者
は
約
四
千
人
で
あ
る
、
尤
も
暮
合
市
は

一
般
市
場

ぜ
同
じ
一
取
引
少
く
藥
種
専
業
者
の
入
帯
す
る
者
者
極
め
て
少
く
、
令
市
開
設
匠
域
定
住
の
商
人
ご
地
方
市
場
巡

回
商
人
#

に
生
産
者
を
主
ε
す
。
斯
く
の
如
く
今
日
に
於
て
は
消
費
者

ε
生
産
者
・し
の
命
市
に
劉
す

る
直
接
の
關

係
は
極
め
て
.薄
弱
ε
な
っ
て
來
た
。

口

取
引
貨
物

の
種
類

大
郎

の
令
市
は
粟
粒
の
取
引
を
主
ε
し
其
の
種
類
實
に
四
百
飴
種
に
達
し
朝
鮮
産

支
那
産
の
も

の
最
多
一
、
最
誓

至

っ
て
は
日
本
弁
に
欧
洲
の
新
式
藥
品
も
相
當
最

引
せ
ら

ゐ
。
令
前
の
名
聲

全
国

に
並
曰
く
入
市
者
の
増
加
す

る
に
從
ひ
蕾

に
藥
材
薬
品
の
み
な
ら
す
諸
他
の
貨
物
の
取
引
も
行
は
る
＼
に
至
り

.

霧

の
合
化
轟

魯

…
α・
葺

・
・　

喜

・旦

を
見
た
。
殊
に
精
緻
高
傾
な
・
貨
物
の
取
引
ぞ

、
各
塁

騙

製
品
、
布
帛
類
、
獣
皮
類
、
木
製
器
具
の
需
要
は
主
冠
し
て
令
市
ぱ
於
て
充
た
さ
る
玉
を
常
ε
す
。

(

取
引

の
方
法
井
に
献
態

令
市
の
開
か
る
王
地
匠
は
鐘
路
街
に
し
て
、
冷
の
京
町
通
、
南
城
町
、
西
城

町
及
び
東
城
町
の
方
.面
を
圭
ε
し
、
道
路
両
側
の
店
舗
殊
に
宿
屋
に
於
て
取
引

せ
ら
る
、
も
の
が
最
多

い
。
普
通

「



.

の
店
舗
又
は
路
傍
に
於
け
る
取
引
は
概
ね
小
費

に
し
て
令
市
の
附
随
現
象
に
す
ぎ
ぬ
。
令
市
は
各
地

の
商
人
が
來

.

集
し
て
卸
費
取
引
を
行
ふ
を
圭
ご
す
る
も
の
破
る
が
、
朝
鮮
に
於
て
は
昔
時
よ
り
纒

り
た

る
多
量

の
取
引
は
責
手

ら

も

ヘ

ロ

い

も

ロ

あ

ε
買
手

ε
が
直
接
に
行
は
ず

し
て
、
客
主
、
族
閣
、
居
間
、
監
考
等
の
中
間
商
人
を
介
在
せ
し
む
る
の
習
慣
で
あ

る
。
客
主
族
閣
は
宿
屋
業
者
に
し
て
金
融
業
、
倉
庫
業
、
問
屋
業
を
兼
督
し
恰
も
我
国
薔
聴
の
問
丸
叉
は
問
屋
に
、

モ

ヘ

ド

類
す
、
從
て
取
引
は
主
ε
し
て
彼
等
の
許
に
於
て
行
は
る
。
市
場
に
於
て
は
於
昔
な
る

一
種
の
手
形
が
流
通
し
商

人
間
の
取
引

は
信
用
取
引

に
よ
る
も
の
多
し
。

一
般
の
週
市
に
て
は
典
當
業
者
な
る
も
の
在
り
て
購
買
代
金
を
融

ヤ

へ

通
す

る
を
常
こ
す
る
が
、
之
は
消
費
上
の
貸
借
に
し
て
そ
の
市
邊
ざ
構
す
る
利
息
は
極
め
て
高
率
な
る
の
み
な
ら

す
返
済
期
限
は
次
期
の
市
日
ε
す
。
然
る
に
令
市

に
於
け
る
資
金
の
融
通
は
客
主
族
閣
の
な
す
所

に
し
τ
返
済
期

間
ぽ
概
ね
次
期
の
令
市
こ
し
、
叉
彼
等
は
手
形
の
引
受
を
も
な
す

が
故
に
市
場
の
取
引
は
頗
る
圓
滑

に
行
は
る
。
.

之
れ
入
帯
す

る
商
人
の
間

に
は

↓
種
の
商
業
道
徳
め
b
て
背
信
の
行
.爲
を
な
す
者
が
少

い
か
ら
で
あ
る
。
居
間
は

我
国
の
仲
立
業
者
に
類
似

し
、
監
考
は
貨
物

の
受
渡
に
際
し
立
曾

ふ
も
の
に
し
て
圭

に
穀
物
の
取
引

に
闕
典
し
、

一
種

の
桝
取
人
で
あ

る
。
然
る
に
最
近
に
至
り
て
は
金
融
機
關
が
獲
達

し
取
引
方
法
が
漸
次
改
善
せ
ら
れ
セ
爲
め

客
主
族
閣
の
勢
力
は
衰
退

し
つ
ン
あ
る
、
即
ち
客
主
族
閤

の
手
を
通
じ
て
取
引

せ
ら
る
」
も
の
全
艦

の
三
割
、
生

産
者
が
直
接

に
商
人
`
取
引
す

る
も
の
二
割
、
小
費
商
人
ビ
卸
費
商
人
ご
が
直
接

に
費
賀
す

る
も

の
五
割
ε
い
ふ

有
様
で
あ
る
。
而
て
費
買

は
競
萱
の
方
法
に
依
ら
す
、
取
引
巻
柏
ひ
封
に
て
相
場
を
決
定
す

る
も
、
該
相
場
の
標

準
は
自
ら
市
場
内
の
氣
配
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
.従
来
は
客
主

が
相
場
決
定
上
重
大
の
勢
力
を
有
し
て
居
π
。

昌

関
市
の
時
期

全
市
は
從
乗
替
暦
二
月
及
び
十
月

に
開
か
れ
た
。
藥
材
の
進
上
は
元
ε
二
月
四
月
六
月

醗

苑
.

太
郎
の
令
市
に
就
て
.

第
十
三
巻

(第
五
號

=
二
九
)

七
五
五

,



げ

説

苑

大
郎
の
令
市
に
就
て

第
+
三
.巻

(第
五
號

「
四
〇
)

七
五
六

七
月
八
月
†
月
及
ぴ
十
二
月
に
行
は
れ
て
居
た
が
、
二
月

.こ
十
月

・ご
は
最
重
要
な
る
藥
材
殊
に
人
蔘

の
牧
穫
上
納

期
な
る
の
み
な
ら
す
、
他

の
農
産
物
の
出
廻
期
で
あ
る
た
め
特
に
こ
の
時
期
に
闇
市
し
π
も
の
で
あ
る
ε
い
ふ
。

官
府
は
二
月
三
日
並
℃
十
月
三
日
上
納
す

べ
き
藥
材
の
買
上
を
終
了
し
π
る
後
直
ち
に
闇
市
せ
し
め
、
関
市
期
間

は
通
常
十
月
で
あ

っ
た
。然
る
仁
献
納
の
こ
ざ
止

み
膚
府
ご
の
關
係
な
き
に
至
っ
て
、
従
来
の
二
月
三
日
の
関
市
は

三
月
四
月
に
遅
延
せ
ら
れ
甚
し
き
は
五
六
月
ε
も
な

り
、
又
十
月
令
市
も
之
ピ
同
じ
有
様
に
し
て
昔
日
の
如
き
秩

序
は
漸
く
失
は
れ
、
殊

に
商
人
團
膿
の
制
規
弛
緩
せ
し
爲
め
取
引
に
種

々
の
.支
障
を
生
じ
令
市
は
内
外

よ
り
衰
退

せ
.ざ
る
を
得
な
く
な

つ
だ
。
大
正
二
年
に
規
則
を
定
め
春
季
ぽ
四
月

一
日
よ
り
末
日
迄
で
、
秋
季
は
十
二
月

一
日

よ
り
末
日
迄

-し
し
た
が
、
新
暦
に
よ
る
は
慣
習
」⊥
種

々
の
不
便
あ
b
ご
て
更
に
大
正
三
年
改
正
し
て
陰
暦
四
月

一

口
ほ
り
末
日
迄
、
十

一
月

一
日
よ
り
末
日
ご
定
め
た
。
併
し
乍
ら
取
引
欺
態
は
逐
年
不
振
に
陥
り
大
正
五
年
の
如

き
は
闇
市
期
澗
を
更

に
+
日
間
延
異
し
た
け
れ
こ
も
遂
に
充
分
の
取
引
を
な
す

こ
ε
が
出
癖
な
か
つ
だ
。

衆

今
市
.の
管
理

從
來
令
市
は
観
察
使
の
管
理
に
麗
し
、
鎭
螢
は
市
に
關
す

る
警
察
を
司
り
開
市
中
は

一

種
の
市
場
警
察
(ぎ
9・
「…̂
モ
島
Nε

を
形
成

し
、
市
場
行
政
〃升
に
開
市
中

の
市
に
聞
す

る
聴
訟

は
郡
衙
之
を
裁
断
し

一

の
市
場
裁
別
所
(
言
レ昏
茜
の碁
葺
)
を
構
成
す
。
官
府
は
倉
市
に
撤
し
表
面
上
は
買
上
げ

の
外
何
等
課
税
等
の
要
求
を

な
さ
†
、
只
宿
屋
に
黝
し
甜
樹
だ
し
て
毎
年
二
十
圓
を
賦
課
す
る
を
常

こ
し
た
。
併
し
今
日
は
令
椀
は
塵
止

せ
疹

れ
た
。
他

の
地
方
週
市
に
於
て
は
盛
に
私
視
の
行
は
れ
セ
黙
よ
り
見
れ
ば
令
市
の
裏
面
に
も
こ
の
事
が
あ

っ
た
よ

う

に
想
像
す
る
こ
ピ
が
出
家
る
け
れ
ご
も
文
献
は
な

い
。
甲
午
以
来
、
、官
府
は
何
等

の
施
設
を
も
な
さ
す
、
ロ
ハ
今

市
を
開
設
せ
ん
ご
欲
す
る
商
人
同
県
老
中

よ
り
選
摩

せ
ら
れ
セ
代
表
者
が
.
其
旨
を
郡
守
に
出
願
し
た
場
合
に
郡



守
は
観
察
使

に
、
観
察
使
は
更
に
中
央
政
府
に
具
申
し
、中
央
政
府
は
全
国
各
道
に
関
市

の
旨
を
通
牒
す
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
今
日
に
於
て
は
開
期
を

…
足
し
た
＼
め
需
要
者
供
給
者
各
自

任
意
に
集
A
旧
し
て
費
買
交
換
を
行
ひ
、

他
の
市
場
ε
同
じ
く
市
場
規
則
の
適
用
を
う
け
官
衙
も
和
布
仁
謝
し
特
別
の
施
設
を
し
な

い
。
市
場
撹
ε
し
て
費

蜘

手
は
放

資
額

の
百

分
の

↓
を
道
・聴

に
納

む

る
の
義
務

を
有
す

る
こ
ぐ二

般

の
市

ピ
異
ら

諏
。

五

.令

市

の
経
済
的
重
要

イ

令
市
の
敷
県

令
市
は
献
納
品
の
剰
飴
を
販
費
せ
し
む
る
た
め
に
設
置
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
入

市
貨
物
の
品
質
は
自
ら
精
良
に
し
て
、
後
、
商
人
が
入
声
す

る
に
至
b
て
も
官
府
.ε
の
關
係
上
商
品
を
精
選
す
る
の

必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
令
前
を
通
過
せ
る
藥
材
は
鱒
藥
こ
し
て
世
の
信
用
が
顧
る
厚
く
、
從
て
薬
種
商
人
は
令
市

に
依
頼

せ
ざ

る
を
得
な
一
な

っ
た
。
且

つ
令
市
は
官
府

の
保
護
監
督
の
下
に
開
か
る
＼
を
以
て
取
引
は
安
全
確
實

に
行
は
れ
需
要
者
供
給
者
共
に
安
じ
て
市
…揚
に
臨
む

こ
ご
か
出
來
た
。
か
く
て
大
邸
令
市
の
聲
債
大
に
昂
り
他
地

方
の
藥
材
も

【
慮
令
市

に
出
品
さ
れ
、
.藪
に
集
合
せ
る
多
敷
の
商
人
間

に
再
び
配
分
せ
ら
れ
、
内
外
の
藥
材
薬
品

が
厭
く
全
國

に
普
及
す
る
こ
ご
、
な

っ
た
。
警
療
の
術
爾
ほ
幼
稚
で
あ

っ
た
朝
鮮
に
ε
・D
て
は
こ
の
方
面
の
敷
果

も
亦
脛
濟
上
の
敷
果
に
劣
ら
諏
。

令
市
に
於
て
は
全
國
の
大
小
の
商
人
が
最
も
秩
序
め
る
取
引
を
行
ふ
が
故

に
商
業
丼
に
変
通
の
獲
達
に
貢
献
し

セ
こ
ご
甚
大
で
あ

っ
て
、
又
地
方
産
業

の
腰
提
に
資
す
る
所
も
多
か
っ
た
。
令
市

一
度
開

か
る
玉
や
日

セ
敷
萬
の

天
帝
者

あ
b
て
商
家
酒
幕
は
繁
昌
を
極
め
、
殊

に
貨
物
の
移
動
移
し
き
を
以

て
大
邸
附
近

に
は
今
市
に
よ
っ
て

一

読

苑

大
郎
の
令
市
に
就
て

・
第
十
三
巻

(第
五
號

一
四
こ

七
五
七

24)朝 鮮総督府市場規則第一條第一



説

苑
.

大
郎
の
令
市
に
就
て
.

第
十
三
巻

(第
五
號

一
四
三

七
五
八

年

の
生
計
を

立

つ
る
者
が
多

い
。
宿

屋
は
概

ね
客
主

叉
は
族
閣

で
あ

る
た

め
令
市

に
よ
る
牧
入
は
莫
大

の
額

に
上

り
・

從
て
そ

の
瞥

業

竺

種

の
株

寒

っ
て
居

た
。

(註
二
)

街
ほ
朝
鮮
人
は
日
常
必
需
品
は
之
を
週
市
に
求
む
る
を
常
ε
す

る
も
、
精
巧
高
積
の
品
は
六
夷
感
文
は
華
壇
の

市
警

如
き
常
設
粟

の
存
し
な
い
田
舎
地
方

に
於
て
は
随
時

に
之
等
の
品
を
購
入
す

る
、
ε
は
困
難
で
あ

っ
た

の
で
・
南
鮮

の
人
々
は
警

令
市
に
よ

っ
て
そ
の
需
要
を
充
た
す

の
外
?

、
之
編

め
冠
婚

の
襲

は
多
各

市
讐

行

ふ
の
穫

が
め
る
・
要
す
る
に
令
市
姦

化
し
て
商
人
を
其
の
圭
羅

成
書

す
泡

至

っ
て
か
ら
慶

遭

殊
に
北
道
に
諭
し
・
今
市
の
及
ぼ
す
贅

は
寧

ろ
清
費
上

笑

に
し
て
生
産
上
に
は
少
塞

つ
た
。
而
て
地

方
的

で
あ
っ
零

市
の
奴
果
衰

第

星

園
警

な
妾

換
経
濟
の
鍵

上
極
・
て
好
藁

を
齎
し
を

い
・

,
.

べ
き
で
あ
る
。

口

含
有

の
貨
物
配
給

大
邸
が
如
何

に
交
通
至
便
の
地
ε
は
い

へ
、
昔
噺
に
於
て
は
令
市
の
直
接
配
給
匪

域
は
圭

ε
し
て
京
城
以
南

に
限
局
せ
ら
れ
て
居
だ
。
然
る
に
交
通
.機
關

の
獲
達
に
つ
れ
漸
次
廣
汎
ε
な
り
北
は
季

安
魁
域
鏡
道
、
南

は
日
本

ε
も
直
接
に
關
係
を
生
す
る
に
至

っ
に
。
奮
特
牛
馬
背
域
は
櫓
軍
に
よ
っ
て
濫
搬
の
行

は
れ
花
時
代
の
配
給
關
係
は
之
を
正
確
に
知

る
に
由
な
き
も
、
鐵
疸
の
敷
設

せ
ら
れ
て
以
來
略
ぼ
そ
の
配
給
匠
域

を
明

に
す

る

こ
嘉

出
来

る
・

不
幸

に
し

て
最
近

の
統

計
敷
字
を
得

る
こ
ご
か
暴

な

か

っ
た

か
ら

已
む
を
得
す

.

敷
年
前

の
も

の
に
よ

っ
た
け

れ

こ
も

.

.配
給

地
域
鍵

の
状
は
之

に
よ

っ
て
も
推

察

レ

り
.。
ε
思

ふ
。
・

、

明
治
四
十
二
年
度
に
鐵
道
便
に
よ
り
令
市

に
入
荷

せ
る
藥
材
は
二
三
四
噸
に
し
て
、
忠
清
北
道
の
永
同
よ
り
九

六
顧
、
黄
澗
よ
り
八
三
噸
、
京
畿
.道
南
大
門
よ
b
五
五
噸
。
令
市
よ
り
獲
迭
せ
ら
れ
た
も
の
二
七
四
顧
に
し
て
、



慶
街
商
道
諸
騨

へ
=

由五
噸
、
慶
街
北
道
.
一
六
顧
、
.忠
清
北
道
一
.=

噸
、
同
南
道
四
四
顧
、京
畿
道
⊥
八
三
願
、卒
安

南

追
六
顧
で
あ

っ
た
つ
然

る
に
大
正
二
年
度
に
は
令
市
に
集
散
す
な
藥
材
の
敷
畳
が
著
し
く
増
加
し
た
の
み
な
ら濁

す
そ
の
配
給
地
域
も
非
常

に
嬢
大
さ
れ
穴
。
印
ち
入
布
敷
量
合
計
四
六
四
噸
、
獲
逡
せ
る
も
の
五
七
三
顧
で
あ
る

而
て
此
の
配
給
量
井
に
地
域
の
嬢
大

せ
し
最
大
の
原
因
は
勿
論
交
通
機
關
の
獲
達

に
基
く
も
の
で
あ
る
。
令
羅
道

の
如
き
は
鐵
道
の
存
在
せ
ざ
り
し
頃
は
牛
馬

に
よ
っ
て
運
搬

さ
れ
或
は
東
莱
、
釜
山
等
を
経
由
し
海
路

に
よ

っ
た

然
る
に
湖
南
線
の
開
通
す
る
や
そ
の
経
路
に
も
攣
化
を
生
じ
π
。
明
治
四
十
二
年
度
に
は
太
田
卸
し
の
藥
材
二
十

七
噸
に
達
し
た
が
大
正
二
年
に
は
湖
南
線
が
井
邑
附
近
迄
開
通
し
花
}
め
、
太
田
向
き
の
藥
材
は
皆
無

ε
な
り
井

邑
卸
し
の
も
の
五
四
顧

に
達
し
た
、
當
特
金
羅
商
道
は
直
接
配
給
地
域
ε
な

っ
て
居
な
か
っ
た
が
之
れ
は
湖
南
線

が
全
通
せ
す
井
邑
に
て
荷
卸
し
さ
れ
或
は
慶
南
地
方
よ
り
入
荷
し
た
か
ら
で
あ
る
.
至
適
の
今
日
に
於
て
は
微
字

上
に
攣
化
を
生
じ
た
こ
ご
を
思
ふ
が
該
統
計
を
う
る
こ
ε
の
出
家
ぬ
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
釜
山

ご
令
市
ぎ
が
最
も

緊
密
の
關
係
に
あ
り
て
配
給
量
の
多

き
は
日
本
井
に

杢
南
こ
の
關
係
に

基
く
も
の
で
あ
ら
う
。
〔註
三
)
今
大
正
二

年
度
の
統
計
に
基
き
令
市
の
鐵
道
に
よ
る
配
給
關
係
を
百

分
率
を
以
て
示
し
て
見
よ
う
。
・

-

巳平 鹿 全 京 慶 配

説 安 衛 羅 面 紛
議 南.地苑 南 北 北

一竜 道 遣 道 遺 名

令
市

よ
り

の
.獲

逡

量

至

6
%

一九
三

三
・七

置
《丁

ぢ

〕
.

令
市

へ
入

市

ぜ
し
童

話

乖
%

「三
・O

一
亙

六
・
五

四
壱

配

給

地

屑

息

滞

常

温
、

忠

清

北

濫

戚

鏡

南

遣

内

地

,其
の
他
朝
鮮
各
地

第
十
三
巻

今
市

よ
り

の
腫

逡
量

四
・ゼ
%

一
6

(
一顧

)
一丁
三
丁
0

(第
五
號

一
四
三
)

七
五
九

令
市

へ
入

市
ぜ
し
量
=

%

冒互二三
一
凸

25)朝 鮮 鐵 道 沿 線 市場 一 斑P .55

26)朝 鮮 鐵 道 慶弾}勢一 斑P .246
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説
.
苑

大
郎
の
今
市

に
就
て

策
士
三
巻

(第
五
號
　

四
四
)

七
六
〇

黄
海
道
、
江
原
進
及
び
滞
州

の
安
東
縣
ざ
も
關
係
を
有
す
る
も
殆

ご
論
チ
る
に
に
足
ら

沿
。

り

暴
れ
に
出
て
観
れ
ば
當
特

の
令
市
の
配
給
地
域
は
殆
ご
朝
鮮
全
燈

に
亘
り
、
僅

か
に
威
鏡
北
道
、卒
安
北
蓮
、全

羅
南
進
ご
が
直
接

の
關
係
を
有
せ
ざ

る
に
止
り
、
更
に
進

ん
で
は
多
少
な
が
ら
も
大
阪
神
戸
或
は
安
東
縣
ご
も
直

接
に
取
引
す

る
に
至

つ
だ
の
で
あ
る
。
而
て
令
市

の
所
在
地
た
る
慶
省
北
道
が
如
何
な
る
程
度
に
今
市
ε
配
給
關

係
を
有
す

る
か
は
、
軍
に
鐵
道
便
に
よ
る
数
量
の
み
を
以
て
判
定
す

る
こ
ε
は
山
衆

楓
、
何
ε
な
れ
ば
魔
術
北
道

は
鐵
道
線
路
短
く
僅

か
に
南
西
の
.　
部
を
通
過
し
て
居
る
に
す
ぎ
す

,
.從
て
之
が
利
用
の
範
園
狭
小
に
し
て
圭

に

牛
馬
、
撚
軍
或
は
洛
東
江
の
舟
運
に
よ
っ
て
貨
物
の
鹸
…迭
を
行

ふ
か
ら
で
あ
る
。
.さ
れ
ば
正
確

に
慶
術
北
道
内
の

配
給
を
孟
す

こ
`
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
く
ざ
も
鐵
道
便
に
由

る
入
市
長
ε
出
市
量
ε
の
差
額
丈
け
は
大
邸
附
近

よ
b
搬
入
せ
ら
る
ン
も
の
ε
見

る
べ
く
、
更

に
鐵
道
に
よ
ら
す
し
て
太
市
し
再
び
搬
出

せ
ら
る
N
も
の
も
相
當
に

あ
る
で
あ
ら

「
か
ら
百
顧
以
上

の
藥
材
が
慶
街
北
道
か
ら
供
給

せ
ら
れ
て
居
る
。
而
て
該
地
方
の
み
の
消
費
量
は

到
底
多
量
.ε
は
い
ひ
得

阻
が
故

に
大
邸
は
只
地
理
的

に
令
市
配
給

の
中
.心
黙
た
る
に
止

り
敷
量
的
に
は
附
近
ε
の

關
係
は
左
迄
密
接

ε
い
ふ
こ
ε
は
出
來

漁
。
殊

に
釜
山
よ
b
令
市
に
輪
逡
せ
ら
る
N
も
の

一
九
三
顧

、
倉
市
よ
り

釜
山

へ
一
七
九
顧
を
出
す
ε
い
ふ
盛
況
を
示
し
、
又
京
城
南
大
門

へ
九
五
願
、
同
地

よ
り
今
市

へ
九
六
噸
を
搬
入

し
こ
の
こ
者

に
て
天
牛
を
占
む
る
を
見
れ
ば
、
.令
市
の
配
給
關
係
の
疎
密
は
必
し
も
距
離
の
遠
近

に
よ

っ
て
論
断

す

る
こ
ε
は
出
來
漁
。

び

街

ほ
参

考

の
爲

め
最

近
厳
年
間

の
取
引

贋
額
を
示

せ
ば
次

の
如

く

で
、あ
る
。

「
コ7)慶 街北竜臆の調査1砿 ろ、大正八年度の分は朝鮮総督府官報2396號 所載の統計に

曲れば232・72。圓 こなるも之に市場税賦課の豫算dc)推 算 したうもめに して輩に

掲ぐる』のば喪際の取引領額である。



覧

、

大

正

二
年

度

同

七

年

度

同

八
年

度

同

九

年

度

春

市
円

三

δ
三

室

、三
茜

二

.琶
五

萩

市
円

三
一
、(
墓

=
三
盆
二

莞

、
三
〇

合

計
円

;
昭
、笹

八

「豊

£
四
四

一茜

、八
莫

苫

、国
益

大
正

七
年
以
後
は
取
引

数
量

不
明
な

る
が
、
物
償

騰
貴

し
殊

に
藥

材
薬

品

の
暴
騰

し
た
頃

守
あ

る
か
ら
贋
額

が

多
少
増

加

し
て
も
数
量

は
著

し
く
減
少

し
て
居

る
こ

ε

＼
思
ふ
。

(註
二
)太
郎
の
宿
屋
に
令
市
の
恩
恵
に
興
る
こ
ご
甚
大
で
あ
っ
て
そ
の
株
た
獲
得
す
る
に
に
鹸
程
高
慢
の
代
便
為
支
挑
に
ね
に
な
ら
組
・
而
て
そ
の

欄
利
に
家
屋
こ
共
に
費
買
す
る
な
常
ε
す
。
宿
屋
は
巳
蓮
の
如
く
毎
年
令
税
二
十
圓
な
郡
衙
に
納
む
る
の
義
務
が
め
っ
た
」
め
買
手
は
購
入
慣
格

の
内
よ
り

二
+
圓
た
控
除
し
て
代
慣
々
支
彿

ふ
の
習
慣
が
あ
っ
た
こ
い
.ふ
。
併
し
今
日

で
は
商
業
ば
自
由

ト
行
に
る
あ

み
な
ら
す
令
税
も
腰
上

ぜ
ら

れ

た
の
で

こ
の
慣

習

11

す
た

れ

た
。

じ

ロ

(建
直
じ
釜
山
井

に
京
城

よ
り
入
市
す
る
も
の
ば
洋
藥
或
は
朝
鮮
産

の
藥
材
か
精
製
し
た
も
の
が
多

い
。

占
'、

結

言

以
上
記
述
す
る
所
に
出

て
見
れ
ば
大
邸
の
令
市
が

一
種
の
太
市
で
あ
る
こ
ε
は
明
か
で
め
る
。
令
市
は
そ
の
.登

生
の
當
初
は
大
古

嬉
稽
す

べ
き
黙
は
な
く
、
牛
市

G
ぎ
∋
】碧
宥
)
の
性
質
を
有
し
て
居
た
が
.
大
小
商

人
が
市
場

に
活
躍
す

る
に
至

っ
て
遂

に
太
市
ざ
な

っ
た

の
で
あ
る
。
各
地

に
創
設
せ
ら
れ
た
る
令
市
は
そ
の
地
の
縄
濟
的
獲

達
の
程
度
、
物
産

の
僅
少
、
或
は
地
理
的
關
係
等
よ
り
し
て
何
れ
も
衰
退
し
、
各
地

に
於
て
分
散
的

に
取
引

せ
ら

説

苑

大
郎
の
令
市
に
就
て

第
十
三
巻

(第
五
號

一
四
五
)

七
六
一

「



説

苑

大
郎
の
需

に
就
て

第
+
三
巻

第

五
號

西

占ハ)

七
六
二

み

る
＼
こ
ご
は
止
み
大
邸

の
令
市
に
集
中

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
何

ほ
令
前
以
外
に
も
特
産
品
の
み
の
市
、
殊
に
年

前
.は
所
.々

に
存
在
す
・る
が
皆
本
質
上
週
市
に
間
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
郎
の
令
市
は
實

に
朝
鮮
唯

】
の
太
市
で
あ

る
ε
察
.せ
ら

る
。

太
市
は
商
八
階
級
の
獲
達
せ
る
こ
ご
を
前
提
ざ
す

る
も
の
に
し
て
交
換
経
済
の
相
當
に
進
歩
せ
る
時
代
に
於

て

初

め
て
完
全

に
行
は
る
＼
も
の
で
あ
る
.、
而
て
朝
鮮
唯

一
の
太
市
だ
る
令
市
も
交
通
機
關
か
進
歩
し
脛
濟

の
登
展

に
つ
れ
て
、
そ
の
内
部
の
組
織
も
整
頓
し
配
給
範
圓
も
振
大
せ
ら
れ
把
。
去
り
乍
ら
太
市
の
盛
大
な
る
は
決
し
て

眞
の
釜

繁
榮
の
霰

で
な
い
こ
忘

夙
・
、チ
莞

エ

言

・。
・
覆

し
蒔

・
あ
・
ぞ

邸
零

市
・
・

の
取
引
蟹

諸

般
の
襲

よ
り
論
ず
れ
ば
、、到
底
欧
洲
諸
国
の
太
市
に
比
す

で

も
な
い
が
、
.李
朝
の
後
年
期

に
於
て
種
々
の
方
面

に
重
大
の
影
響
を
及
ぼ
七
た
こ
ε
滋
、
我
足
利
時
代
の
市
場
制
度
が
我
国
の
祉
會
L⊥
、
経
済

上
の
進
歩
に
封
ず
る
ξ
同
様
で
あ
る
q
撚
れ
こ
も
今
や
朝
鮮
は
急
速
な
る
経
済
的
獲
展
を
な
し
都
市
の
獲
蓬
`
共

に
常
設
商
業
鮎
完
備

さ
れ
、
更
に
取
引
方
法
も
政
差
口せ
ら
れ

つ
＼
め
る
を
以
て
、
最
早
や
昔
日
の
如
き
重
要
を
有

す

る
こ
は
出
家
な
い
。
殊

に
警
勢

望

官
府
の
保
護
干
渉
な
き
に
至

っ
て
令

市
の
取
引
貨
物
は
必
し
も
精
廉

ξ

い
.ふ
ご

ε
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
洋
桑

の
優
勢
ピ
な
る
に

つ
れ
、
令
市
を
遍
過
せ
る
藥
材
に
謝
す
る
尊
重
の
念

鋤

は
薄
ら

ひ
だ
、
令
市

は
徐

う
に
衰
退
す
.
べ
き
運
命

に
在

る
.、

本
蓮

芒

際
』

京
城
中
震

書
記
官
歯

幹
治
賢

、
朝
購

督
府
事
務
夏

學
末

署

君
民
、
需

北
岳

闘

田
彦
更

、
同
蘇
資

.

氏
の
示
さ
れ
た

ろ
好
意
な
深
謝
す
い

28)
29)
90)
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